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電源プラグ

軸受け部分

ストレーナー（網付き）
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前カバー



注意事項は次のように区分しています。

●ご使用の前にこの「安全上のご注意」を必ずお読みください。
●この「安全上のご注意」は必ずお守りください。

安全上のご注意

警告
注意

誤った取扱をしたとき、人が死亡または重傷を負う危険性が想定
される内容。

誤った取扱をしたとき、人が傷害を負う危険性及び物的損害のみ
の発生が想定される内容。

絵表示の例

この記号は注意（危
険・警告を含む）を
促す内容があること
を示すものです。
図の中に具体的な
注意内容が描かれ
ています。

この記号は禁止の
行為であることを示
すものです。
図の中や近傍に具
体的な禁止内容が
描かれています。

この記号は行為を
強制したり指示する
内容を示すものです。
図の中や近傍に具
体的な指示内容が
描かれています。

警　告

電源コードを傷つけたり、無理に曲げ
たり、引張ったり、ねじったり、たばね
たり、高温部に近付けたり、重いもの
を載せたり、挟み込んだり、加工した
りしないでください。　
●電源コードが破損し、火災・感電の原因とな
ります。

濡れた手で電源プラグを抜き差し
しないでください。　
●感電やケガの原因と
なります。

電源プラグはコンセントの奥までしっ
かり差し込んでく
ださい。　
●感電・ショート・発煙・
発火の原因となります。

定格10A以上のコンセントを単独
で使用してください。　
●他の器具と併用すると
分岐コンセントが異常
発熱して発火の原因
となります。

警　告

改造は絶対にしないでください。また、
修理技術者以外の人は分解したり修
理しないでください。　
●火災、感電、ケガの原因となります。
●修理はお買い上げの販売店にご連絡くだ
さい。

本体の 間や穴に指、ピンや針金等
の異物を入れないでください。　
●感電、ケガ、故障の原因になります。

お子さまのお手の届く場所でのご使
用はおやめください。また、お子さま
など取り扱いに不慣れな方だけでご
使用しないでください。　
●お子さまが誤って触ったり、倒したりしますと、
ケガや事故の恐れがあります。

ドラムやストレーナーなど搾り出し
部をきちんと取り付けない状態で作
動させないでください。　
●ケガや故障の原因になります

本製品は平らで安定した場所におい
てご使用ください。　　
●ケガや故障の原因になります

本体に水をつけたり、水をかけたり
しないでください。　
●ショート・感電・故障の原因になります。
万一、濡らしたときは、直ちに使用を中止し、
販売店に点検を受けてください。

動作中に搾り出し部の部品を外した
り、投入口やジュース出口から指・ス
プーン・はしなどの異物を絶対に入
れないでください。　
●ケガや事故、故障の原因になります。

本体の軸受け部分に指や異物を入
れないでください。　
●ケガや故障の原因になります。

使用後は、早めにお手入れしてくだ
さい。　
●汚れたまま使用しますと不衛生になります。
また、汚れが乾くと取れにくくなり、サビの原
因になります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差込がゆるいときは
使用しないでください。　
●感電・ショート・発火の原
因となります。

注　意
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ドラムを本体に差し込む
①本体の締結リングの突起部をOPENの方向に回
します。

　
②投入口を上に向けてドラムを
本体に深く挿し込み、締結リ
ングの突起部をCLOSEの
方向に、確実に止まるまで
回します。

ストレーナーを差し込む
目的に合わせてストレーナーを使い分けます。

ストレーナー　　　　　の凹部分を上にして、ドラム
の凸部分に合わせて、奥まで確実に差し込みます。

ストレーナー　　　　　には、凹部分が三カ所あり
ますので、そのどれかをドラムの凸部分に合わせ
て、奥まで確実に差し込みます。

注　意

作動中に搾り出し部や搾り出し部の部
品を取り付けたり、外したりしないで
ください。　
●ケガの原因となります。取り付けや取り外し、
お手入れは停止ボタンを押し必ず本製品が
停止したことを確認した後、差込みプラグを
抜いてから行ってください。

1回の使用で連続15分以上使用しな
いでください。　
●モーターが加熱し、故障の原因となります。
再作動には約5分間、間隔をあけてください。

異常な音や過度の発熱、煙や異臭の
あるときは直ちに使用を中止して、購
入された販売店にご連絡ください。

ストレーナーの中に指を入れないでく
ださい。　
●ケガの原因になります。
　

投入口から材料を入れるとき、付属の
押し棒以外のものを使用しないでく
ださい。　
●ケガや故障の原因になります。

使用中に本体を転倒させないでくだ
さい。　
●ジュースが流れ出て感電の恐れがあります。

本体は約5.6kgあります。本体を移
動させる場合は、必ず取っ手を掴むよ
うにしてください。　
●ドラムや本体側面などを持つと本体が落下
してケガや故障の原因になります。

作動中に本体を移動させないでくだ
さい。　
●ケガの原因になります。

60℃以上の熱い材料を投入口から入
れたり、ジュースカップに入れないで
ください。　
●部品が変形したり、こぼれたとき火傷をする
恐れがあります。

使用時以外は、電源プラグをコンセン
トから抜いてください。また、電源プ
ラグを抜くときは、電源コードを持た
ずに必ず先端の電源プラグを持って
引き抜いてください。　
●ケガや火災の原因になります。
●感電やショートして発火の
原因になります。

スクリューを差し込む
本体にスクリューの軸を奥まで、確実に差し込みます。

ドラム

投入口

締結リング

1

スクリュー
軸

本製品の組み立て方

2

クッキング・麺類用の場合

ジュース用の場合

網付き

網なし

ストレーナー（網付き）

ストレーナー（網なし）

凹部分



CLOSE

CLOSE

CLOSE

ホッパーを取り付ける
ホッパーをしっかり押し込んで取り付けます。

コンセントに差し込む
本体にある電源プラグを電源コンセントに差し込み
ます。

カップを置く
ジュースカップをセットします。

①前カバーをドラムに組み込み、CLOSEの方向へ、
確実に止まるまで回します。
　
②前カバーに　　　　　　または　　　　　　を取
り付け、CLOSEの方向へ、確実に止まるまで回し
ます。

①　　　　　　または　　　　　　を前カバーの後
ろから、はめ込みます。

②前カバーをドラムに組み込み、CLOSEの方向に、
確実に止まるまで回します。

・・・・・・・ジュースカップ　2個

・・・・ジュースカップ　1個

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸麺用

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平麺用

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ジュース用

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クッキング用

ノズル

前カバーとノズルを取り付ける
レシピに合わせて使い分けてください。

ホッパー

8

こしアミ

ジュースカップ

ジュースカップ

ジュースの
場合

クッキング
麺類の場合

5

6

7

麺類用の場合

ジュース用またはクッキング用の場合

ノズルA ノズルB

ノズルC

ジュースの場合

クッキングの場合

ノズルD

ノズルC

ノズルD

ノズルA

ノズルB

4

1

2

1
2

前カバー

ノズルCまたはD

ノズルBノズルA

ジュース出口側のジュースカップにこしアミをセット
してください。
　
※ジュースを作る場合、ノズルからも搾りカスが出ますので、
ジュースカップは必ず2個ご使用ください。



操作スイッチ

操作スイッチ

投入口

押し棒

10 11

ご使用中の注意

操作スイッチ「ON」を押します

きれいに洗った材料を投入口に押し棒を使い少
しずつ入れていきます。
※材料を一度に大量に入れても回転は速くなりません。
※材料が全て搾り終わるまではスイッチを切らないでください。
※材料によって入れてはいけない素材・搾れない素材があ
ります（13ページ参照）。

搾り終わりましたら操作スイッチを「OFF」にし
ます。

●操作スイッチを「OFF」にしてから「REV」を押し、
スクリューに溜まっている食材を後ろに移動させ
「ON」スイッチを押してください。
この際、逆回転が完全に停止してから「正回転」ス
イッチを押してください。 
●それでも作動しない場合は、電源プラグをコンセン
トから抜き、搾り出し部を分解して洗浄してからご
使用ください。

※使用後の分解と洗浄・お手入れ（12ページ）参照。

ON（正回転）：材料が前方に押し出し、絞り始めます。
OFF：スクリューを停止させます。
REV（逆回転）：材料を後方に送ります（11ページ参照）。

操作スイッチのはたらき

●セロリのような葉菜類は葉の部分を細かく刻ん
でから少しずつ入れます。
●パイナップルのような繊維の大きいものは、細か
く刻んで他の繊維質の野菜などと一緒に投入し
てください。

出来上がった材料は長期保存せずに早めに
ご使用ください。

連続して15分以上
使用しないでください。

モーターが加熱して故障の原因になります。
一旦停止して、5分以上間隔をあけてから使用して
ください。

大量の食材を一度に
押し込まないでください。

大量に押し棒を使って押し込むと効果的に搾れません。
材料は少しずつ入れて搾り終わってから次の材料
を投入します。食材を大量に押し込むと食材がつ
まってしまうことがあります。

押し棒以外のもので食材を
押し込まないでください。

スクリューに絡まったり、部品が破損して、ケガや故
障の原因になります。

固い種や実などを
入れないでください。

ドラム、スクリュー、ジューサー網を痛めたり、故障
の原因になります（13ページ参照）。

ご使用中にスクリューが停止した場合は

注意
操作スイッチ

本製品の使い方

REVは指をはなすとOFF側に戻ります。

ON（正回転）

REV（逆回転）

OFF

6

7

8
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使用後の分解と洗浄・お手入れ

-操作スイッチを「OFF」に戻し、本体
の作動が停止した事を確認した後、
電源プラグを抜いてください。

12

お手入れが終わったら、しっかりと
乾燥させ、各部品を清潔な場所に
保管してください。
※使用後はすぐに洗浄してください。
汚れがこびりつき、性能低下の原因になる
ことがあります。

修理をご依頼される前に

入れてはいけない素材・搾れない素材

修理をご依頼される前に下記の点をご確認ください。

音が大きい。
●硬い素材を粉砕するとき、より大きな音が発生しますが故障で
はありません。
●本製品の設置場所は平らで安定した場所でご使用ください。

搾ったカスに
水分が多い。

●押し棒を使って一度に大量の材料を入れてませんか？
　→先に入れた材料が搾り終わってから次の材料を入れてください。

スクリューが
動かない。

●搾れない材料を入れた。
●大量の材料または硬い材料を入れた。
　→「停止」スイッチで作動を止め、「逆回転」スイッチで材料を後部に集め
たら「停止」スイッチを押し、再び「正回転」スイッチを押します。それでも
動かない場合は、本体の使用を中止し、搾り出し部を分解し、洗浄した後、
もう一度使用してください（11ページ参照）。

材料がスクリューで
送られていかない。

●柔らかい材料は薄皮のもの、繊維の大きいものを入れた。
　→柔らかい材料などを搾ったとき、搾り汁がドラム内に溜まったり、逆流し
たりして材料が前に送られない場合があります。その場合は他の材料（繊
維質を含む材料）を追加して入れるか、押し棒を使って押し出してください。
それでも送られていかない場合は搾り出し部を分解し、洗浄した後、もう
一度使用してください（11ページ参照）。

バナナ、アボガド、
モロヘイヤ、枝豆など
水分の少ないものや
粘り気の強いもの

桃、キウイなど
水分の少ないもの

ジュースとして
搾れない素材

ジュースとして
搾り汁が少ない素材

●みかんやレモン程度の種はそのままでも搾汁できます。
●トマトのように薄皮のあるものは、皮をむくか、細かくしてください。
　また、他の繊維質の野菜などと一緒に投入してください。
●セロリのような葉菜類は葉の部分を細かく刻んでから少しずつ入れます。
●パイナップルのような繊維の大きいものは、細かく刻んで他の繊維質の野菜など
と一緒に投入してください。

入れては
いけない素材

硬い種
びわ、桃、
梅など

穀物
生の米、大豆、
小豆など

硬い実
コショウ、
山椒の実
など

13

次に締結リングを「OPEN」側の方
向に回してから搾り出し部を外し
ます。

本体は水洗いできません。必ず絞
ったタオルや柔らかい布で汚れを
拭き取ってください。

1

2

3

4

搾り出し部分を下図の順番で分
解します。

前カバーとノズルを外します。
ストレーナーを外します。
スクリューを外します。
最後にホッパーを外します。

搾り出し部の各部品はスポンジや
付属のブラシで食器用洗剤など
を使って洗ってください。

●タワシ、金属タワシ、クレンザーなど
は使用しないでください。

●食器洗浄機、食器乾燥機に入れな
いでください。

禁止



品 　 　 名

形 式 名

定 格 電 圧

定 格 時 間

定格消費電力

本 体 寸 法

質 量

マルチジューサー＆クッカー

ZJ-D1

AC100V   50/60Hz

15分

120W

幅293×奥行き172×高さ218mm
（搾り出し部組み込み時　幅423×奥行き172×高さ330mm）

約5.6kg

本体・ホッパー
・投入口カバー

スクリュー
ストレーナー

ドラム
カップ・押し棒
ブラシ
こしアミ
生産国

材質

ABS樹脂

PEI樹脂、ステンレス

PET樹脂
PP樹脂
PP樹脂・ナイロン
ABS樹脂、ステンレス
韓国

ゼンケン　マルチジューサー＆クッカー ベジフル　ZJ-D1VEGEFULL

東　京　　〒112-0002　東京都文京区小石川1-28-1
大　阪　　〒532-0011　大阪市淀川区西中島3-23-15
福　岡　　〒810-0074　福岡市中央区大手門2-5-10-101

TEL.03-5840-8270
TEL.06-6304-9535
TEL.092-738-8668愛情点検

長年ご使用の低速ジューサーの点検を！

こんな症状はありませんか
●電源プラグ・コードが異常に熱くなる。
●コードに傷が付いたり、通電したりしなかったりする。
●本体が変形したり、異常に熱くなったりする。
●使用中に異常な回転音がする。
●容器や各アタッチメントなどに割れなどができた。

ご使用中止
事故防止のため、使用を中止し、コン
セントから電源プラグを抜いて、必ず
販売店に点検をご依頼ください。




